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（１）計画策定の目的と背景 

 2005年（平成17年）10月に宮古の5市町村が合併し、宮古島市が誕生しました。2007年（平成19

年）3月に策定された「第1次宮古島市総合計画」に基づいて、2010年度（平成22年度）から2019年

度（平成31年度）までを計画期間とする「第1次宮古島市観光振興基本計画」を策定しました。 

 しかしながら、近年、本市の観光をとりまく環境は大きく変化しています。今後も下地島空港

ターミナルやクルーズ船専用バースの供用開始、ホテルの新規開業増が見込まれております。 

 そのような背景から計画期間を１年早め、2019年度を初年度とする「第２次宮古島市観光振興基

本計画」を策定します。 

（２）計画期間 

（３）宮古島市入域観光客 

●宮古島市における入域観光客数は、沖縄県の観

光動向と同様に拡大を続けてきております。 

●2018年度には初めて100万人を超え、今後も増加

することが見込まれています。 

（４）宮古島の観光振興の役割 

1）島の未来を担う観光振興 

●島の環境を守り、世界レベルのエコアイランド形成の手段として位置づけます。 

●島の自然や文化を守り、次の世代に繋いでいく有効な手段として位置づけます。 

2）産業の発展を支える観光振興 

●観光が地場産業発展のリーディング産業としての役割を担っていきます。 

●島内の農業、漁業などの産品を観光客へ提供し、付加価値の最大化を図ります。 

3）地域満足度向上を生み出す観光振興 

●宮古島の観光振興が、地域の満足度を最大化する役割を担うものと位置づけます。 

●観光振興によってまちの賑わいが生まれ、さらに島が活性化する循環を作り出します。 

（５）観光振興の方向性 

1）持続可能な観光振興 

   ●エコアイランドの形成 

   ●次世代顧客育成 

   ●地域経済循環の形成 

2）満足度の向上 

   ●多様なサービスコンテンツの提供 

   ●安全・安心・快適な観光地の形成 

   ●市民主体の観光振興 

資料：宮古の入域観光客数 

2019年度から2028年度までの10年間です。 

https://eco-island.jp/


年間入域観光客数   ２００万人 観光客の満足度     75％ 

観光消費額      ９４９億円                  3,000人 

（６）目指す将来像 

（基本理念） 

みんなの宮古（みゃーく）を世界と未来に伝える 

美ぎ島（かぎすま）づくり 

～この島に住む私たちは、宮古島の観光を通して、このかけがえのない島の

自然、文化、暮らし、交流の素晴らしさを、島を担う次世代はもとより世界

の方々に伝えていく～ 

（８）観光振興に向けた施策方針 

（７）2028年度達成目標 

1）エコアイランド「宮古島」から世界に誇れる観光ブランドづくり 

2）観光を基軸とした地域経済の構築 

3）満足度向上につながる受入基盤・環境の整備と情報発信 

4）市民主体による観光まちづくり 

「千年先の、未来へ。」世界レベルのエコアイランド形成に向けた取組み 

次世代リピーターの育成に向けた島の受入環境づくり 

持続可能な観光地域づくり 

観光と農業・水産・地場産業の連携による地域経済の振興 

美しい自然と景観を活用した付加価値づくり 

観光を担う人材の育成・確保 

周遊性を高める仕組みづくり 

平良港みなとまちづくりの推進と空港の活性化 

多様な観光サービスや観光受入コンテンツの拡充 

安全・安心・快適な観光地づくりの推進 

宿泊業・飲食サービス
業の就業者数 

案内標識・多言語対応・通信環境の拡充 

キャッシュレス決済対応拡充 

地元住民の取組みの情報発信 

市民と観光客の理解促進と動機づけ 

担い手育成の推進 

学校における農業、水産業、観光が連携した観光教育の実施 

市民の地域満足度向上への取組み推進 
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（９）推進体制         

本計画で示された観光振興に向けた施策を着実に遂行するために、宮古島市観光推進協議会

（仮称：以下、観光推進協議会）を設置します。 

観光推進協議会は、宮古島市・国・沖縄県などの行政機関および宮古島観光協会・宮古島商工

会議所・観光関連事業者などの民間団体で構成され、官民連携して本市の観光振興に取組むこと

を目的とします。 

観光推進協議会の下部組織として、宮古島市観光実務担当者会議（仮称）を設け、観光に関す

る施策および諸問題に対し、実務担当者レベルで具体的に対応します。 

観光客受入のための各種施設の整備については、各観光地の訪問客数、交通量などの調査に基

づいた観光地整備総合計画を策定し、受入体制の拡充に努めます。 

＜推進体制図＞ 
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